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研究結果の概要 

本研究課題における成果は次の 2点に集約される： 

「人にやさしいシステム」の構築を目的として，以下の 2点について成果を得た： 

1. 前年度に構築した，人と機械との対話に基づく意思決定プロセス・モデルを深化することを
目的として，一階述語論理における数式変換法である限量記号消去法による見える化(感度解
析)の可能性をジョブショップ・スケジューリングへの適用事例を経て確認した． 

2. 人の作業対象・空間を含意論理として形式知化することを目的とした形式概念分析の適用に
より，補講時間割作成業務における制約充足構造を含意論理としての見える化を実現した． 

本研究を遂行するに当たっては，人と機械との対話を前提としたシステム化規範を与えることを
目的として，計 18回の研究会を学内にて開催し，議論を重ねた．内 1回(3/22)は学外より講師(富
士電機・丹下吉雄氏)を迎え，限量記号消去法の理論並びに応用法に関して議論を深めた．また本
研究に関連する成果として，以下の研究発表を行った． 
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 島崎隼介「大学授業時間割作成に対する数理計画と形式概念分析に基づく人間-機械の協調型最適化技法の開
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今後の展開 

今後は，成果 1.で明らかとなった限定記号消去法の感度分析手法としての応用可能性について，
より精緻に検証していくとともに，現実問題への適用を探る．また成果 2.の発展として，形式概
念分析により人のもつ暗黙知を含意論理として形式知化することを試みる．その応用領域として，
人と機械のみならず，人と人とのインタラクションへ対象を広げることを試みる．さらには，個々
の成果を統合することにより，人間-機械系システム化規範を構築する． 

 


